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発子ツc礫乙～一・…

　　　　山なろものへの探索

　クラブというものの蝕1ユ伺と言．て私得難い親凝像　鋳嵌

にタ占動マ’る喜ひrをイ捧、験することであろう・更にクラグで‘ユla級竺ぼヵ￥’ノでなく

五級．下報，生ヒの縦のっなが’ノつvイ辺より｛ノ重嚢ネ児されろ。死孝力￥ら手取．り足取．

りで鄭了や鰍蛾籾・ぞ越また健に傲てゆく・この繰リ阻力’“
ずなわち伝統である。さZ一蓬見在轟々はその伝統εどれぐらい凌σ継いで

いろ筋うが．それはかなり・風い・今僕豹aあ剥にムに関する知識

のv足りない。後輩の質悶に・し覇定撃答を昆出¢ない。　ガイドブ．ク的知謝

ならともゐ￥く、ムに登る看、‘ムε愛する看の巧っバき4、じ構えわてあ裂りに足

りないと臨う。藏．ていろのぱ｛藷房ムのごとく，繰‘腿しイ裁るうぢ1砕

鄭朱い鰍．簾くしか脈『伝絞占のみめ様な気が弱・

　ある日・音隆ε整里しマいると、履妖な量の部託や食糧た肋V出τ薬た．

何の気なしにそれに匪通簑，勲しくそこに鞭ε見っけたの島た・中袖

轍樋に鄭舗たガ暢婦’りの小揚仙鵬看くの探菊に1訊部鄭
餉重’りにム班ジ琵御究した威果ヵ噺にくわしく廃表鰍ていた・そ越発

見した時．なごか，とマもなっかしいノ《にで砿。た劫な気がした・まさk・に

るヵ￥工の先輩ヒの〔？出会いど〕である。

　載々ね、これだ1づの資柔斗tヵ￥カ￥えていf’カてら．それに見向さもしな』1り、．た。そして

臼ノ分毫の言巳鎌ずら磯そうとほしな』カ￥・た。《方2皇虎行の了0茸のフラ）クカぐそ44ε・

ぼ、さリヒ吻藷，ている・

　勲ほここに．渤の末集めた記録旗域し挿課性貿耀22号を発行
・する。後輩の沓には．ン奉議と｛ノど‘し．死輩違の記録ε話夙して．∠ムなろ｛ノのくの

探辮続けてい・てほしいと彫。
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毎日新闇
　　（棘版）

鮪、珪矯蕾、u。カ・，、z

繭舗闘eこ・漏臼晒・て螺リに鞭ケし～ミ敬
趣擁三R瞭協蚊集牌11こ、描8塾1τ碗㌧㌧懸
ようヒ祷題7ブ噌。焔、仁塾七’終執臨晒，、）蕨仔、．

木帥彊晴鍵が隣冷オ、Lま北Lで陥。

坊織にぐく轟臨夷糊む融）若噸願．ド1甥
60畑樹践騒・穐、の9凝・nO碑伸τきR蜘σ｝明》畑、た

坤冒撫唄～臓る。ゆ彗イ嚇勘朽励、壷．』げ瓜．

ア・》‡粛猟くΦだうら隆しみブ∋）。嬢13と回、ば，蜘凱造

プ川諏鳶ごはγ細秘、断①駅歩一勤，ア紅差為輔つ

二畑訟ご症あ翫正職鶉林h濃’。ど・こヲン＼q監塾帖ト

9既幽雄蜘彊邸b甲し、すいにい・rご）．

　　　　　　　　　（lq剖、ワ．に　鹿）
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辛
そロ弔

　・召和駒舗2旧、面月腫島
玄の森下道夫氏が塚後浮酵ム中

の∋舷登る途中，ンk死した．遜島25

期の簿であろ・氏恥こ鱒間

鶴の軌的離で、ほとんど麗
広へ出かけ3罎で、詑、鎌されτ、，る

鵬砿行の鮮ぼ編活躍鳳る
もの脇る・歎，轍・の蕎瞭．た，

面月胤会試1【ア面冴月20占θあ日月～1占

は全て氏の編躰ぴ1蝉鳳る勧
福・島何と“う繭禍ろ狛・、

肋磁知液の鶴駄うど我勅マ
添読製、作のため、βP漏リ会社へ行，た

蒔であ・た・4月に勧朋総会で冷．た

ばかり飴妹州て汲’マも網な
シヨッフε妥σた’・

　吋から森下氏の冥福ぎ祈託契

に氏のム〈の・融越漁からも

し・か腕受け継し浄艇たい昭，

弦笏τ訪る。

レ
森鰍が書“た
西開20号の一都
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中耕’武内　江頭　斬林仲山阿部）

相澤

世刹　小玉．松汰

高島　・粂原　菊谷　（申彩）

桑原　　岡田　木フ村　福原　　菊池　　吉谷

藤岡　官碕　井1及　男合　斉蔵　（ロ官　目窯、）

鈴木　舅畏　高橋（丈山　ノ’・山　石』山　堀）

渡部　松本　東ψ　／1＼島（河瀬川島）

吉田　山田　江沢　加藤㈱ぐ浜日）

加薩劒森凍直）森ノ1肋柳沢

辛梓野　上野　額賀　三木　井田　（防野／ノ・幡柴田）

　　　　3



ノ9クタ年度（S．49〉

分類 山　　行　　　亀 期日 備　考

新歓 喫タタ摩・棒ノ折山 ％1 CL伊東・5し者谷

5一月 黒川鶏冠・〉丈菩薩峠 ％柘 Cし青谷’5レト玉

個人 契ク嬉・鷹ノ巣山 夕 （女子）

〃 谷川岳・幽ノi沢（雪上訓練） 髪～3 Cし青谷・5しノト玉

々 暑沢・勘七ノ沢 ％ ケ　　　　　　　　　　〃

6月 丹身尺・虫至ヶ岳！）桧封司女乙 勿夕～！6 CL伊粛乱ノ1・玉

個人 丹沢主稜縦走 9弼6 （妻子）

ケ 再沢・葛葉川（夏山準備） 伽 CL青谷・＄Lノト玉

夏ム合宿 北ア・裏銀座縦走 循～，28 （女子）

乎 ケ 第2－29

個人 南ア㌧茶臼岳～北岳 物～4
4 南ア噌峰三山 ％～／6 Cし肴谷・5し世利

公式 奥釈父・乾徳山 舩～16 α青谷・5Lノト玉

ス登・1 巻；機山・割引沢，米子沢 努／～23 α1ヂ東・5し遠藤信

個人 喫秩父・金峰山～国師岳 ％～タ Cし小玉・5し三好

”
大著薩峠．）長躇 ％・〉3 （マ｝）

々 づ乙ア・爺ケ法・東尾根（春山偵察） 塔～4 α青谷’5L世利

1ノ月 上越・平標山A・万太部山 髪2～～女 α青砦Sレ1￥玉

スキー合宿 天神平 ’嵐～3／

ケ ク 〃
（・女子）

2月（，） 上越噛毛門山 強～9 C晴谷5Lノ腿

（2） 刃噸・朝日岳 髪2～㊧ ヶ　　　　　ク

春山合宿 南ア・仙丈ケ岳く。早川尾根 ％。へ／2ら
”　　　　　〃

儲’嚇御9、他．
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／9’75年度（5。5巳o）

分類 山　　　行　　亀 期日 備　考

新歓 奥乃摩・鷹ノ巣山 幼9ん～o C晴谷・5L柵

ケ月 雲取山～飛竜山 勿o・v／1 CL中野・5し者谷

6目 ノ1＼金沢連嶺 ％／ん22 ケ　5L高島

個人 丹沢蕩葉川 循 　　　を4

夏山合宿 ナ巳ア’朝日岳／v爺ケ岳 ％9ル％ ’〆　　　　　　　　〃

公式 奥秩父・乾徳山 ％／ ”　　　　　　　　　　　！1

沢登り 丹沢・水醤”1本谷 ％8 ラ

”月 再沢主稜縦走 1佐2。し24 ・　5L為島

　　　、スキー合届 天神平 ’％6～3／ 々　　　　　　　　”

z月G） 上越・自毛門岳 吻ん？ ケ　　　　　　　〃

② 秘興茶曄・朝日岳 ％／へ！2～
〃　　　　　　　　4

寿山合宿 北酌・大珂原峠く・赤畜鉱泉 ％／＿2夕 ケ　　　　　　　ケ

参考・アルノ仏他
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／9ク6年度（S5／）

分類 山　　　行　　　亀 期日 備　考

新歓 奥タタ唐・御前山 ％3

8月
ノ」￥金沢連嶺く・南大』菩薩 弱．v！o

夕 奥勉摩’輝ノ折｛ 努 （一女の

6月 丹沢・検洞丸 吻？ル～o

ツ 谷1幅 ％6～～7 （女5ラ

夏山合宿 北ア・薬師岳～雲ノ平 獲2～η

4 飯豊連峰 729＿鎚 （女子）

個人 琵ア・槍ケ岳 輪～2／

ケ 尾瀬 殉＿3／

9月 奥勉庫鷹ノ巣山 ％ん！9 （・女子〉

沢登り 丹沢・7感”体谷新勤沢 勿3～！9

10月 奥タタ摩’三頭ムん笹尾根 ’ン6～！7

個人 奥武蔵’武甲山 1偽

11月 奥勉摩・雲敢山～石尾根、 ％・ん21

　　　、ス毛合循 天神平 劣3ル3ノ

z月 上慧’臼毛門岳 ％2～β

3月 那須・朝日岳・茶臼岳 吻3ル’艇

　　　、春出合宿 北ヘツ・天狗缶1～硫歓彦、 払／～26

（その他モPモ・〉

参暫騰樹21、他
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／97外年度（εダ2）

・分類 ル、　　行　　危 期日 備　考

新歓 奥伽磨’川替山 ％3～～4 cし宍戸・5L藤岡

個人 谷川岳・幽ノ沢（雪上訓練） 努。～勿

5月 大菩薩嶺～黒川鶏冠山 ％～8
6周 手弓一沢・丈苔ノ岳く・虫至ケ岳

伽へ19

夏ム合宿 北ア・表壼受座く・赤牛 ％3辺9

個人 南ア・自峰三ぬ 勘¢～／3

〃
ゴしア・槍ケ岳／》穂高岳 以！9魂3

択登・り 丹三尺・7ド葱川本谷・セドノ沢 ％4ん2タ

個人 南ア㌧早川尾根（巻山偵察） ％o～1乃

／／月 両神山 ク
スキー合宿 天神平 1％6～3／

2月 八ケ岳・硫演山 ヲ

3月 秘頁・朝日岳’茶臼岳 ’鞠～！4

惹山合宿 南ア・早川尾根κ仙丈岳 襲3～28

参券ア1レ必他
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／978年度ζ5、タ3）

分類 広　　　行　　危 期日 備　考

新歓 不昭 η23

タ目 大茗薩 不明

6月 丹享尺・塔ノ岳く，桧ヲ同ダし 動6～！7

夏山合宿 北ア・祖紐谷ん臼馬～五竜岳 後弼o
1旧 奥秩父・雁坂峠・突山峠 不明

スキー倉宿 天神平 ’鑑6へ3／

／月 上越ン白毛門岳 ラ4¢～・か

2月 ヘケ妾・権現岳 努o～！2

巻山合宿 中ア・木曽駒・福 拓／・レ2夕

勿鍔ア’レ必、虐坤一←
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／979’年度ぐε．鍾）

分類 出　　行　　　危 期日 備　考

新歓． 奥ク9摩・御前山 物
個人 奥武蔵・武甲山 ％。 ○（山行報擁に言磁

4 奥秩父・・金峰く・雁坂峠 衡Bo
雪訓 谷川岳’幽ノ沢 ％確 ○

5月 奥秩父・雲取山 筋2＿13 ○

個人 塀沢・徽 吻3 ○

6月 将沢主脈，縦走 ％6～！7 ○

夏ム合宿 1北，ア・薬修弔へ・彩倉縦走 ％一岬 ○

個ぺ 北ア・燕・v常倉・契穂 知～29 （女子）

個人 北ア’奥練～蝶 勿。＿叛

4 北ア・剣く・立山 肪～，8

々 南ア・甲斐、駒ん仙丈 翅／A・！4

〃 北ア・立山・v剣 筋σ～19

択登り 老微ぬ・割引天・米影尺 9掬～！6 ○

個人 丹ラ又主脈縦乏 脇破¢

秀慎 南ア・千救岳 髪超 ○

個人 日光・奥白榔、 1クテ～4 0
”月 秩父・両神山 ノ／7認 0
個人 南ア・鳳風三山 髪ル4 （¶女子）

ス毛合宿 不明 不明

／月 ヘケ岳’編笠山 ％％20 o
2月 南ア・鳳鳳三山 鷺～1／ 0

看山倉宿 南ア牙枚私 勇9～2タ 0

（7



／980与度（5夕夕）

分顛 山　　　行　　　拓 期日 備　考

新歓 奥夕薄僑ノ巣山 ％。

個友 再沢・表尾根 ％？

雪訓 上越・足拍子沢 豊72〈，3

ぎ月 奥秩父・雲取～飛竜山 勿。～11

6目 暑う尺・松洞丸 伽ル！3

夏ム合宿 北ア’朝日く・五竜ム 後o型2ム

個人 北ア’槍ケ岳・v北鎌尾根 伽婿 ○

〃
南ア・甲斐、駒ん仏丈岳 ケ2～6

ケ 南ア’北岳ル辣臼岳 駈～・／3

沢登り 安達太良山・烏川・藻堀沢 ％ル1ダ

個尺 皇瘤ぬ 7zg～タo

ウ 契勉摩・本仁田・〉川苔山 1％ん12

蒼偵 北ア’蝶ケ缶 ／勿～4

／1月 喫秩父・乾徳山～馨金ム 不朗

スキ4舗 戸嚥スキー場 ’差タ・し30

／月 谷”廣泊毛門 』勉必
z月 ヘケ岳・天狗岳 不明

碁山合宿 比ア・蝶ケ岳 不明

／0



／98／’年度ぐ5．梶）

分類 山　　　竹　　　ろ 期日 備　考

新歓 奥勉摩’三頭山 伽
個人 奥秩父主脈縦走 鋭2へ全

ぎ月 大塔薩．嶺・V小金択山 召79～’o

6目 一醇沢・東将ヲ尺主脈琢従走． ％へ4
夏山合宿 づしア・燕A。槍八．漂諺甲岳 〃包～～7

個尺 飯豊連峰 彬3・レ甦

4 北箔白馬・し朝日岳 あ1～脚 （f子）

春偵 南ア・光岳〃聖岳 髄4．認

択登り 奥秩父・歓畑凍釆・ヌ7天 乳9ル20

鶏冠谷

個人 奥クタ摩・御前山 ％3 （一女子）

身 日光・奥白根山 ！警／～％

ノ1月 南ア・鳳風三山 搬，一23

個人 奥乃摩・雲取ムん、鷹ノ巣山 ’ん一2？ （す子）

スキ冶楯 武尊ス勉場（オリンごア） ノ％酔乃

／月 八ケ岳・編笠岳 矯吻
2月 よ倍・四阿山 ％δ～21

毒山合宿 南ア磁岳パ顔、堀 ％。一26

／／



／（782・年度ぐS、57〉

分類 山　　　4〒　　　危 期日 備　　考

新叙 奥多摩・丈岳山 劣8

5月 奥鉄父・雪取山へ擁奄山
拓一ノ。

6月 丹沢・衷尾根～鯛割山 ％6－2ク

夏山合宿 北フ・白、麗岳～爺ヶ岳 ％ユ～塘

糞■占 八け阜　　　手イ旬．丘～流ゑ 私　ヤ看偵

沢登リ

　ノ1月

スキー合宿

　／月

－
2

月

巻山合宿

八ヶ岳・天狗岳～赤岳

丹裂・水無川本谷メ包ドノ沢

臼光・す峰山

戸狩スモー場（とん平）

輿釈父・瑞踏加～金峰出

臼兆・前白根山

八ヶ岳・茶臼山～廊黄岳

％昭

輪◎
1護6－29

％～16

翰叫
％吻

／2
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奥99摩弓峰ノ折山 黒円鶏冠～大薯薩疎

・1974年姐2旧
・α伊東，5L者谷

’1974年　5一月4日／し6日

・α青谷、5L小五

　今馳ご礫な蹴の享で候補地を検

言寸し、捧所山に次定した。

　　4月20θ
　翌日の天気が心酉己仁ンが1先発隊が出発，

　　4月2旧
　朝がら雨．早章肋ら先脱罐絡の結果、

一応集合とす多。立川禎よ、やはワ集まりが難’

い、’年が3人と少ながったが、ワ帝るτぽないの

で1むりや‘ノ来行ずる。イ卸澹太から先1発隊との

連絡の働、小長熟雄走る．ご鋤サマ。

川井から1涌辞、林道砺餌遍で／し

ガb一苞借％ことにお．侵蝿あ・こし、ど

うにカ、碗㍑砿た。矯旋加丸也と

そ妨しく偽た，カレがでぎ、めしが匂ナ

るにっれ，㌍やが彰細気に御，参加威

降生威敷い劫露った．帰る時にば

雨むやみ、林道を気軽に循返し、勅解散

した。

　閥題提起をし窃二う．了、肢判断の

処置．a秘隊後発隊の融各．

3．水場と小屋の確イ呆

　4日、裂石から柳タ尺峠まで青梅街直

紬がる．←・ソフ・が2回磁道を間違え、復

から非難の声レきリ．羅や・随直を行熊

ため、蜘麺堰轟の横の殉地獄のような

急斜面鐙らなくてぱな弦く鶴．、馬蝉場の

片戸禺に幕営。

　5日、「交響曲英雄J伊R島りひびく中を

出溌1．六本木に荷物を内き、，昼食をもっ7黒

川鶏1冠山を往復。六本木から丸川峠まτ“

はほヒ艇平坦z’潔齢ま・按昆斌自

競ピ・1チが上蝿．塒間産く出発し劫

に、予惣り2蒔闇並く勲丸嚇孝‘じつく。

荒細撫幕営地かど物、勅・らぬノト嫁

場所を整地しτどうにか張る．

　6日，大老1薩嶺、への登リカぐ／今度の山行で

唯一の登リらレい登リである。天気は”突晴で1

雷岩からのま。白な富士山ど南ア’レフ7の山々

力蝋錫レし、．一つ一つ山を’恥教焔，ひ

ろが秘氏疏歳燈食の彼誇まτ案
鶴紛を帳消比しよう酵るがご吐とく、猛

然と下りはじめる。1新入部冒のノペがIl星れた1’

し、し1ゴうくして　覧3、らし3、らとイ到れZしまった。

山本ドク9一の診療によると軽い貧血をむ
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こし妨しい．し幽く休ま齢が、その4麹

元気が蛎＼稚轍して下・た。

　コースにあまリ1変ヲしがなぐ、ゐ、なリ楽な己ハ

行かったが’、1年生も雷岩からの畢色に

喜んで仇、1劾初鋼山征しZ満足
のいくもので’あった。

再ラ尺‘虫診ケ・岳へ／松ヌ司丸

・　／9ク4年　　6月’ぢ日ヘノ16日

・OL伊東、5レ」・玉

　いろし、ろコー蕉考奴みた帆杣寸う

まく得うれなし、。それなら水痴ソカをしようとい

う乙と．1二な‘ノ、ひど‘ノ5ン》62の水をし、れz、

2タ～30kgを儲った。

　1銅、藤野につぐと，バスぱ満買z状

撞荷物の我々に入仁む粛間はない。

し硫なく一指寺っユに弩．東野で水次o

をし、っぽ・し、にし、第しリ謹くな7たザのを

し勲で歩吉だす。2ヒ％チ目にぱがなリバ覧テ

てしまい、トγ701二り曜行1ナなぐな，た．2年

蟹してま花くぢ孔がなし化鬼ったが1足

が冠うように前に出てくれない。復でコ年が

臓っ。瞬‘認彼に穗謝する．御瓢

出τ餅し、握り薇をかじ1る。侮で暑かつ

おの択日が蕩ち多ととたんに寒くなる。姫

ラ欠の展望台に暮嘗、

　16目、6彫もかか栃ずヤ庚晴．まだ

水が残っヱいるため、原小屋では補充也徽こ

通’過ぎ、蛭価を越える．かな嘱く、快

噺履めしく魁栃．神川乗越で盛

場翼劃褐食を昌．珍凝あま・ノ飲め

勧、った水をたっ，ヌ酬吏って万ンスハ。ンを

タえにむ。絵洞丸の登り甜、男子1詮

質バテ気ロ末。山本氏、によ多ヒじ歩くζき大き

な声を出す二とは・医学的に昆ても効果があ

る勘こと。そ擁聞oτ一段と77什が大

きくカ、かる．ト・1ノ物ペースも調子よ〈、だれ

も遅れることなく頂上へ。下りでぱ，C酉乙

された世利のひぎが鰍な［人3年に荷

物をかわワてもうった。

　一好師二経験老か畑ないため、この時

点では廠合同の夏山合宿蟷奴す子

毛勧ロ比厨だ斌男孔比べ’一好の

元気ぐが’目丘ワた．体力不足が、痛切に

憾じられた山行ではあったが、頁山みレニ

〉膨し勧目的ぱ蓬成できたと鬼う．

　この山緬前に、降以カサ欄学杖

に行窒ちいじいう理由で部をやめ、阜く毛

男子為す豹ると・う’C細し吸貌こ

傷てほ．ち．合宿を淫らしπも、とど妨

せるべぎ仏勧拐うか．彼らも夏山に釆

れは“、その魅力に，充’分魅也りれた表ジ弓うと

鬼うと残会である。
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・／974年7月／姻

。α青谷、SL小五

　雨のため増水してあ”1、山荘閉辺，τ㌃り

と臨、貧だけで、タ鰯琳断兎した．

北ア，裏銀座縦走

・／974年7月22臼くノ29日

・CL者，谷、5L紘本，世’利，ナ曽田，

　中野，0β山本泉

　　7目22日
　一女子ヒぱ半日i星れの阜朝・発どなろ。ノ」￥

玉の突然の中止によ’ノ参加者は現役缶く

とな．た．趣で9ク物貿物の後べ双モ

倉に入る．気の狂し浸うなトンネ’しヒ大ダ》フoの

慣か沖鰯にたどりつぐ．晒チτ堰埋

此錦力Ψ、亀熱の動雨に勘て薦輻

る。恥肘きまz・脈予離椛爾～通．リ

翻蹴判断鷲な。噺二、晴嫌敷

見上げ振筋．夏痢日喚勧勧
φ、、全買が’寝ぽ暇9貯粧3蒔鞍とよ

ないかとまちがえる。9’ンフ。がしうるさし、。

　　ワ月23日
　プす立τ尾根の取リ付ぎにタ分仮ビで着

ぐ．天気はよい。て最未刀の2ヒ01ソチよ曽田がーi星れ・

気ロ末お’が二4ヒoΨチ目か・う，峡言周にな多。そσ）

肋劃プ物林の蝿徽に丘巌稜線
目ぎして登る．や成燭沢の賭ゼ翫、三

角占，も遍ぎ1最復の登’ノは声をかけなが’ら澄寝．

綾1線に出て㌻分；程鉄島帽子小屋の天幕：場

につ＜．、島帽子岳へは、雪羨で蓮んね後ア濁

クレたが、雨でピンヤビンヤで視界もぎ炉ヂ

・1揚々ひ天幕じ帰つ’～，≧履えマいた。

　　7月Z阜日
　嚢っ略な中忘やや毘れて出発．三》岳

までのやせ尾根に手こ豹ながら、攻第1＝明

るくなる。天気はさえないが’口方の展望はよく

きく．野。五睡までは騨につぐ．初めて

槍を前方に見、地からの行程に寛欲力＼’

新1ヒにわく．360。の展望乞満喫して出発。

入山以来弟と富士高ヒぬぎっぬかれっを

痴てき硲、東沢乗越で再びぬ締岳

の登1ノと傭。や胱尾根で緊張しつつ協

俄あと雄福士高の鰍数蜆祖ゆ・〈

りしヱいるわげにもし、カ・ず麗識鹸憔妹に

ニヤげながちファイドをカ￥げて7ド晶ノ1・屋まZ“

登りきちせた．水晶ア伽フ後．眼下の雲ノ平

目ざオが、風が強く雨まじ1ノで、その上ガズっZ

し、る．幽よ元気なく助は猛ない・ハイマしソ

をこ猷雪疾左すベヲ隣・ノてフラフラ気妹z”た

どりフ〈。女子が・いた，、劇的乗寸面，疲れた』

体にレ孫千助まが走．酵び‘ノ、暴し、．
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　　ク月25臼

　軸・桶．イ亭蜘雰囲気燃繍から

祖父岳の雪渓で雪訓をし雲ノ平を散策．

蒔析、水晶・葵師が婆を昆ぜ多．帰幕彼1、

琳て切陰鷺な配随一新ず肋のように、

雲が切れ、者空醐ぞ続．徽収！祖矢

沢を下る二と1協る．重荷の沢下りは特に

賜（試なし朔神経．体舵紘疲輔．

軽く見加勧マ・，コヌ9仏の2桔並くかかっ

てめやく祖父平へ．今山行のミソで編切

ネ且父平．ノく．タゥい北，アといえど宅、まさに別

天地．デン粥長．一好と共に花舷会を

ヤってから眠牝つく帆ツェ1レ←か・ら顔を出

して漸にあ、い‘遡まれ見上げ湿空し痢

に儲帽美ぱであ必．

　　ク目z6日
快晴詑、里部五宮陥か廟日‘こ美しし、，

黒部本流へ届し徒秀碑9〈な・ノ、幾度と

なく水にフか多。五郎沢出合は、はっきりしZ

喫広く咲しい。トソフoは簿ヵ咬替し，そ

解麩つ霞いく。断←77イン荷ガめよ・勉

強だ．中読くちし、か今ノトさな竜があらわ掲

が、特に悪場はない．青谷がす／鴨7手をげが

すろ．失熊。やや碩斜を増ずと、左イ是を・分げ

て平凡なゴ」0となる。右手に1よ五郎かルが’

すば弘し、．太陽の下、限味く広腔した

五郎平し到着．元気た．三イ昊蕗華まU丈

3P～’捜盆周に登る．rを子隊を4麦にヌ文六へ向

うグ旅の申、広・媛線が続く。一駈＋

硯謡勧惇をく．ヌ駄碗封、71六／ト

屋へ向う。釆の疲れ・が出て到着復ぱぐう左・ノ。

砦、元気がなし、。

　　7月27日
　　散収が聖淫レい。臼のぬを左に見ながら、身

の引き締ま硯いで縦沢岳、鐙5。槍

穐高の、勲としたシル卿ト棚賄に開

1怖．目的地ぱ近し、。急な登酵縁く、快

調に勘．杖沢乗猷の前齢し飾．転

帯老醇柁、軽し澄食後、槍へ。勧が

ラ場勘碗外濠に槍の肩へ着く，肩は

人でご㌧た瓦していた。天気のくずれ、を項感れて

山τ鎚嵩が、人の尻を敗樹財る比2

日寺間。とにかく緬タ卿誠卸フた．時間

的に余、裕な＜、南岳方面は断倉しZ、槍沢

を下り瑚平へ．第2の別天地へ郵．豊

富な雪渓ヒ、槍・才兎あ稜線、入星循ケ〈、

旛尺爾昆雑か磁楓駆つかなし曳．蝋

の絶励うま茜あ．τ、全く計享砒、

　　7月28日
朝から霧．舶は一の俣から鴬骸越，

気はゆるめうれない、槍択を一気じ下る。1歪

中、秘が傷石しマハ此詫た。し、ざ一の

俣．物出禽壇．た蒔、無会の丘札．孟

行不能である。いろい弓な場合を検討する

こと一蒔間。横尾に張1ソ、i膜往復を夫

刻る，世利が糠を痛めでい誌拷え合

舵ねば鶴ない．横尾到着。のんがワレ

ドマ廠物f俵盛撚避躬れなし1．
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　　7月29臼
　朝2蒔に起床して、世利、皐氏を残齪

ア9ワワに出る．’懐電を頼リに桔赫木帯の勉

登たが1空身で’苦になうない．森林限界付

近で空が白みおす戯ガ又で視界は蓬力・ない．

綾線1よガズが飛ん公爵折視界が開げ

る．動空1瑛しく，遠く践彫呪煽。槍

穂の裾が搬しい．観棉銑数現

わ威．夏山も最終欧ある．風がP鮫爽

んて非常｛潔．・が、最伽稜編二立つz

すぐ帰硫‘二1諏擁し1．偉瀦かびで

ち龍ま・1、2年1紗し動慧わ花．崎間

ほど㌧、て、寒さに耐効鉛ヱ秘．捌拝れ・

はゴ，天蔦も　故収ざれ、あとは平坦な道』を上

高少也へ向かうたゴげおうた．塗屯朗神池に

寄る．細劾凶チで’与が』バ殖の痴、

たなげなし、．見上帽擁部喫観雄レ

Z）洗．クフレーで帰途．につき、目ぎあた蒔

には、まさしく真夏の下界があった。

　今劾夏山ほ癩麺藪櫛．防の
の、伽幽るコースに満足のし酵課をぐ尋

る二と力咄勲．天藏ゲ勧し、いが、儒

弘鞠タタ、、に趙した郭加との藏

痛慰た．　　　（看篇乙）

・％2柴縮63・一信濃大町一葛

　遇泉12二90一濁14‡45一幕営重也，

　ほ：ケタ

・％3発瓢一踊軒9♪05r鳥

　蝿子小屋1210ぎ

・％4発4fOO一野口五郎岳7』20～

　水晶ノ」・屋斥ゆ一（水晶毎柱復）一

　βこ’ター雲ノ平1タ30

　％ヶ発’4こ庁一ネ且父平‘麟40

　％6）発⑤50一五郎平？ゆ0一三

　俣蓮華御2二σ一ヌヌ却渥修27
　％7：発4こ5・5り一千丈沢粟麸837

　一招の謝0こ20一（山頑往復）一

　／3」05’一髪狗平’鑓oタ

　％ど発7’20一一／俣小屋947一

　嶺尾泌30
　％9発2こ3ぎ一蝶ヶ岳タ⊃00一横

　尾8：0ター9財申タ也’1こ02一上島

　地12こぢ0

の

●
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窪

爺ケ岳東尾根（叡i偵、察）

。1974年！／月3日／レ4日

・CL青谷・，5L世利

　春山次定までめ経緯を述べτみたい．春

睡冷腋のμ沈す祷Z㌧致．形式とし

孤縦走より毛つの煩な山へ行く二と瀦え

加た．／湊度は2年駄、屏伝との事

で機動ヵもあり、行動は全員一致を原則

拷彫．随一の謙、は果しぜ祉を使用

すべきか壱かであ，た。二の点が山域のレベ’

ルをジ夫定する．様々な藁見をカ￥わずのち、

OBにたよる山行はしない。又、実戦に使．

えるまτめ練習が出来ない。命をかげたく

ない。培々によ‘ノ、我々のレベル内の山行を

行うことにした。

　、今年はぜひ南アに行きたいということZ貰

当初、仙丈♪也蔵尾根を考えた伏学校側

からの反対で断念．過表沖止の例があ

るか￥らた）’。しカ￥し無王里ではないと見う。火に．

北岳や塩賠が出劫党れ｛説う’フの

看就不足跡鋤珍構い事で戸余外。一

翻に偉る糸裸膝った（このへんは実に

計画が甘し、の勧ぐ．）爺癌は偵察の末、

危険ケ所があるためまたもや断食，．やは’ノ

早川尾根．や八ケ岳、』契秩父が’限界であろ

う々・．当袖・粥っは。軸へは行酷し、．と

いう鬼し・だ1拡強く、しかしなが5ぜひ蕊

へ行⇒とめ対雛徽遣いつめる事が’

数受の変更を生んだ原因であったと兎う。

才雛の諸秩ぱイ詮をフら櫛翻ム行

を，才了な1ってもらし、たし、。

　結局，早川尾根を以前とば逆コースを

とり仙丈ア9ッワを取ワ入れる事に来是し

勧蚊記鎌よ復に載弱として、爺ケ岳束

尾根偵集の状況を述べたし、．

　　／1月3日

　女匙共に出発の予定斌世利の遅刻

で同粂せず0蒔’置ぎ汐）列車で発っ。扇ジ又

まではスムーズに到着．新雪ヒ紅葉と者空

の美しさはすばらしい。：爺ヶ岳南尾根を3

爵間余リビ登り纏ゆ也、ト屋付近に天鶏を張

る．雪はの蝋ぐらいであフた，翌日の行動

のために爺ケ岳頂上へ行き東尾根を尾る．

覧外にもしっか牝した踏み凱があリ、登っ

て来たノくもいたのでひとまず安心ずる。この

蒔期の北アは又引鵡しく、爺ヶ岳頂上か

らは360。の展望が開げ白銀に輝く山々

が望めた。山容は鹿島槍と比較して砺る

が、鉾まずか．

　　ノ1月4日
　朝早マにアイゼンをっげて東尾根に入る。

東尾根は大体3つの部分から成る．頂上

から四〇〇轍ぽで切斜面．赫ン7カン匹

7までのやぜ尾根．それ．以下の特に問題
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のない尾根。しかし全砿的にやせているのが

特徴．頂上直下の斜面は尭外に飽z“雪

がべっ初っ酸時の困難齪わ嘱。准

締の匙降後、尾に忙磨趾邸．ヒこ

ろどころにギヤ、ソ70力噛リ勃ノしの，腰’腔

盛じる，ナィフ物ジに鰐諺力峰偲され多．

軒樽所厨練さんの助麓得Z赫1
をつσるが、実は赤布のわハoレドτ、至教

ころにずでヒついている状熊だ。やせ尾根を

すぎると尾根毛広くなり、2・v3の上下をくり

返す楽な下りとなる．2収に出z鹿島邨岳

側の尾根をたどる．この村近ぱどこていも，ザ

イト場になる．尾根を鬼実に進み、標高差

300呪の急斜面を下．z赤布の中を部番

にお’ノたっ。この斜面の登グは苦しぐなワぞウ

だ．看山の場合部落か今尾根上毛しくは、

2敗まて㌔第2日はジヤンケション下まゼ。3

日目ア9・，7又は2300呪まて“荷を上げる。

4日目下山又はア弘ワ7後下ム毛しくは丁頁

上を系王て南綾下山などが考え・う弗たカぐ、

方針乙検討の結果、やせ尾根でめザイル

使用力欄穎どな1ノ瀦局断飼ることに

なった。

以後、翻月君の尾根を登．た摸様鶴

園の恥［IB璽）璽）臥

班．．董、．壷、．，冒　託

　　／テタ恥〆アづ7
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『老P立イ’呼山岳喜馬　　こ耗こそ』銭が宅P最初の

危称か掃．七は王賄縛劉くイ矯針碇帰

ヰで量も毒帆髭録帳で、写真乞麹詳し

く詫録tれて哨。そ如嬉れ’ざ、学庄服、学帽、

それにケ輸墜翫い，た軽媒♪、轄直後

肥知二壷一年の為水ミ餌登のをス9一←‘こ、奥象

摩、堤繊、F躰£、南ア、仁州、蒙苅方面ヒ庭に

筋勧｝醗な3働賄伽唯当時の
望P負は望藤芝彌氏侑ん励ち一鰍）、南波

賊氏（瞬餅卿）イ⑫数す悔轟
級’餅蘇興吠痴．韻嫌のイ擁

あ5宝ヒ6…幻る一冊たる
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上題・平標山～万太即山

・／974年11月2Z日一24日

・α者谷5L小玉

　”月山行ばホ陶力やや・3ぐこぎ1ム行など

の案もあ7たがk上越方面は例年劃雪が

早く、春山統熟賜た媒㌍仙域を

計画しち。

　　1旧22a・23臼
　上野を夜汽車で出．1発。越後蕩沢臥駅

で巌蒔鶴て沙しイ反眠鞠．元橋まてW

スで入った。

　1ρ目て写マ‘二雪が出裸、スハ致ジ薙つ

嘱．天勧回復レ蒔折日磋してきて、苗

湯山が遠望さ掃．私平山までは妙カン

バ帯で詩々雪が探く、私平山に至るヒ尾

実にそう課くない雪の尾根をたどる．いやら

しい雪質の斜面をひと登りで平標山に至，

た。去年の自岳登頂以来久し，3鍔の雪山

の頂であろ。数日前に雪崩さわぎめあった

伽倉山ま勘綾編詑鶴広ぐ、風て雪

ヵ嚥んで霞その批加ブ1まなカ・フた。エ

ビのいほ・のτ’旅仙ノ倉山の頂上に到、

・先に進ノむ予定であフたが状況がらここて“

ストッフ0にずる。頂上直下北イ則の平坦士也

にテントを張る．秘定すく還ガ’ス1二あ・

おわれた．

　　’1月24日

ガヌが濃く天候待ち。朝食後の二のこ

勧1ノを出歩いてい診右に、急に似が晴

れ、、視界がさえわ表，つた．蔚期到来ヒい

いおいところだが、蒔間も’産く、暗雲が西

の空にあるので万太節八・吾築新道のコ

ー又を断佑、雪訓して下山とする。平標ま

て切お秒っ広い尾根を気持ちよく歩ぐ。渡

辺さ右がこ二ぞとばが以キーを1まいたべ

皆の失笑をかいました．実はうビ前ではな

く、雪蜘鷹いので’した．下山直は平標

新道をと7た．途中豪らかい斜面で雪訓

をした勧の、あ到効果はあがら勧、った．

新道はやややぜた尾根上然雪もくさ？て

おリ、いやな下gズある．河原からはキ支い

林道．で途申からばどしゃ降りとなゲた・

編生ラ初不慣肋唱立乖がにの

山域はなかなか魅力的であった。

2／



上越・自毛門山1

・／975年2月8臼！vg臼

・CL肴谷，6L小玉

　　2月8日
西離午後発ち、土合にぱ暗く栃頃

着く．ヒュワテ下の河原をサィト場にする．

勧←に暖ぐ設齢取、弁当を食。て乳

に寝る．

　　2月9日
　暗いラちから出発．雪．先行者が・し弓

うえに、気温が喝し、せいで雪も固まリ、㍉

セル毛期持したほど’なレ、。どうせやるなら

道なき道を行くべきビあ．たが。松ノ木の

頭に出、る頃やつと先行者に・し追．いつぎ、

腰肋ラ・必随筋。風鰯ワィ符息場所

は寒か．た．頭からぱ稜線を忠実にとリ、

直手の大斜面を登り切るヒ、1頂上へのノ1￥

突起に至。た，やぜた尾根を一役足で頂

上。展望もなて、笠ヶ岳イ則のゆるい余斗面て“

、昼食をとる．時間的1二旱（雪訓できる．

オ犬勉で・1よなし、のτ’曳、笠ケ岳をめざす。ガズ

と風の匙条件下の〕登高は、’し速7アイン残

ン7切よき練習場どなった。いくっかの登り

刊を統けるうち、最後の大斜面を登’ノ切

ると笠ヶ岳’珍った．風が強く職にゲ’き

返す．並一勿訓紳の場耀た．さきぽ

どの大斜面の下る方向蜆失・たのた。入

トッ72本の目印も空しく、ただガスと，広い

空間．ガ初切欄爾つ冷搬と山

野氏の判断で坊向を得ることがで驚きた．

白毛門に至る頃ばいつのまにか’陵晴に

な’ノ、真っ者な空と白の：〕ントラスト、谷川

東面も顔を児ぜ、風もなく、雪山最高の

条件が∫見出した，．満足」感に杁た，リなが’

らほσがほ・カ＼と，ノ尾才艮をかけ下った，。ラワセ1

ル蹟堺重ゴ1独力b儲のの、よき経験

を得た山行ビあった，自毛門は手頃な

山であろ。

那須・朝日岳㌧茶臼岳

・〆975年2月22日／）23日

・CL青谷，Sレ1・玉

　　2月22臼

　西島を午後出発し、湯本で山野氏を

迎える。フ7シーで大丸温泉．まで入ろが1天

気は薙く、吹雪模様、サ林場に捜レた，

あげて、昨。与ヒ同じ場所、階段を登り切．

た左イ則にした，．

　　2月23日
吻がう勧ように晴報度乖．雪山で

は実に天気じめぐまれでし嘱。2Pで躍め

羅備く．途申翫ぱず尿毛のの、特
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1欄題なし．一劾い留麦朝日批登ノ

鋤御、雪脚危衡栃のZ犠線伝
いにルートをとる。飽な斜面にアイゼ’ンカぐ小

気・未よくきいて、紳習に鮭っマこいて鰯。

途中斜面のトラバ級も雪もやわらかぐ特

‘逸険碗ぜす也画．竜クトに取山頂

に至フた。雪が7麹ノ出すものの、正面の岩

壁齢禰な協の昼食1嫁分が’よレ、。

帰路は、柾力瞬の羅劫斜面て雪

質提＜、3帆ぽピ滑傷しdあ艮せた。

細瓶へ庇直線に頂上肋嚢道なき

斜面鶴繊戴ガス裸しヱ嫌つくカ￥

と思われたが’、隠がノー勧こ出観

　リ融｝は一，般齢翻、ゆ季の茶脇槌で

雪訓を行．た．巻ムヘの最終段蔽あ．

・たが、7イゼ’ン歩行：に成果力ぐあフた、アヌγ

7であ勧で助し往柴に勧力V’ち倉．

声をよく出躰うにしたい・

仙く岳く・旱川尾根

9　1975年3月20目A／26目

・α青谷，5L小玉、松本三好（2年）

　中野（1年），OB去遠野，ム野

　　3月20日
　連休初日のためかスキー客τ莞うた

返し、ヒにか（散哲状能．でξ悼に編．

　　3月2’日
　寝不足蘇避．けうれ．ない．伊那うしは登

山者だ’らげで1竜気哨沈．バスから仰ぐ

申アの山並と霧氷美しい山並がやづと春、

山らしくした。丹渓山韮までσ雪の積毛，

裕鞭を、着定に3Pて行＜．L後、八丁

坂にか力廟趨実なやスて・二寛クドに柴

に菊切る．夜行の疲柳ぐあワなが肺、，

快言周に勘、峠を越えて鵡又沿1、に蔦

営筋．寝程の働、ずく蘇眠ること‘二した．

　　3月22臼
　充分な睡θ民とはいえ、またナ疲れ．が残る

中で起床。アタΨ7日和の予手巳とはいえ・1よ

る0療段上の仏丈上却は雲にかくれ・ている。

靖輔⊃雌期寺しつり、之徊ジ層7ント登

頂し、今蒼山合宿の成翫問う気持緬

る。峠に出て県界尾根，をゆ＜．絃ま林帯の

麹トにきつい動て・搦，釈のハ・ラーが

今日のア9ソ冗敢行してし、る．タ合目苺五

から、撒麦に、駒やア均の轟セが雄セい・

姿を硯わす。森林限界をあっけなく遍き’る

が尭外に風が強し、。小仙丈．の斜面の下に

翻るが、昆廊改姥く風は、この劾行

程梱難越児厨“にはい猟なし、。少し

ツェルトて・祷った後、二の斜面にどワつくが、鬼・

初かなし楓1泣ち往生．ヤっ回児いで小

仙却動る。ツェ1レ←て・風祉れ豚期

待レわ招，ている．快晴、36・・の展望が

開げるも、風の威力のもと、載セは展望を衆
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し加翫なく、諺・、叙軌冨うに退脚を余

儀・なくされた。樹林帯に戻っち後、ほフと鬼

をつくと共に、雪煙立つ綾稗をううめしく見上

げた。加圷って帰象筋と、一L幽野さんゲ着

い～いた。予凝童・涯Lリ、イグ1し一イ乍ソがも‘よぴまる。

　　3屠23日．
　仏氷峠まて獄舗装道銘並のよく踏ま

〕れ才っ道．』を行く。荒嬢しい摩利支、天少季を背に、

敷の登ノに取附く。頂上ば麹ト‘近し・。

気を引き綿めてかかろ。出来るだけ尾根沿

いをラ祀1レしな勘進む．1畔ほピで樹

赫帯を姦げる帆真丘にぜまる丁乱‡興うよう

f近プかす糖森妹択．’1’しで影疋ノ頭

に鶴．冷助難戸肱麹梼秦に禾冬花．7

サヨ峰まビはやマ岩稜帯で途中大休止ε

とる。彷入が物．島曇励力・ス貿くる．

アサ肋頂上雄しワ、行紅1，2の天纂場

を免当っ‘ナながちさら1二箇b．毛う人影橡

く、膝勧うッ包1しを続σZいく．ノ1、動遅れ、

凱，時間も考え合わ¢、ミヨシ頂琢嬬

場に家是．9食までのんび‘ノ謁．

　　3目2午日
　OBにかなワ注慮され・、反老かヶプ。／今日

も伽者．北岳ヵ橋し、．ミヨシの下ワは麺

外にやせZおワ、1し十を昆誤フ左，ヰ封林帯

ながわ毛左側への雪ビのダ長ソ出しがある．

とぞの時、ドンとめ翫と都鰹が劉』

三好，，〕・i5が才べ‘’落ちる．あフとeう間の出

韓だ疵が、2危も祉ひワか鳴て大

丈夫。ハワとずる場面た）㌧た。ノ」￥さな上下を

鋤也し、樹秣帯1道．を閉。・Z釈．詩斬

麟で蕩加んで苦朔る．砕し、まだ予

糎ゆ派下のうッゼ’レた㌔広ラ可原山羊に醤南）の

赤鮭彫．赤、薙沢ノ頭を越婦のに麹ト

に噺廉盾燭．中野励昂齢め元気が

ない．右紅北岳が者戦酌冗島く、仙

丈、甲斐馬η、そして越えZきた旱川尾才艮の

上称疲緬充綴燭．しかし，前方には島

嶺が治のゴとく、1勘・に高し、。気描よし、

白鳳峠を画ぎ藩嶺の登1ハニか蝿．刎

似似クトに豪で1ア偲沌ぎ麗、掛け声

を御ながら、IPマ循鑓致。特1渦険

な箇所もなく、難なく高嶺に至フた、四囲

の展望1よあ、褐嵐、ま勧祐頑上に天

藩場を設営した．

　　3月29日
　風が強く、撤収が盈れろ．，今9ぱ、御雇

石葺の秘をラ綻．詑，赤物頭まて・は

イヤな耳で、所ワにノ1・博雪じ。つ張リ出

レかずあろ．l　P7“士也蔵を．β艮前1二ずる。ニユで

大休止．地蔵畏て確賄卸7’γ’フ初．臼

山葬山、南アづ聯の山並躯一望す多勿

す醐し柑、今春山の慰肋に、充分イ嗣

駐碗花．勿綾線に劫づ白協し曳。

そ麓気栴が広が乖のは、私放て㌦矯

るまい。L硬、下山にかかる、くさった雪に碁

の日ざし々嵯レt．いや男いくうレ、で漏．燕

頭‘ムのトラバ㌧スにやや豪ゲ長し、長し、尾根を
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はるが下の才卸雇石目ざオ。標島差汐oo％転

剣の慾鰍鶴．アィぜン舘紺撮
後のゆ、チ水った道．に中野がずベワ露ちる

アワシアントもあ．勧救無事御雇石イ鉱泉

1地どワつ、鴻，翌日、帰祷齢綻し、幕

蜘る、氷乖堰堤を・助伽レ繍呆で

偽齪毛らう．温泉にフかリ．最勧晩裸

しくすゴす。

　　3目26日
　々イクロベ入にて穴山駅、に至る。・春の日

ざしの中、撫が縦走し費た山q、甲斐

駒、宵ヨ峰鳳風山が高（のぞ掠た．

　倉稻中は、我マのノC構え・能度が甘く、

鞭望の問題点を認じ聡．oβに1よ、いろい

ろ才旨摘され／、日頃・甘くなりが’ちだ万た4ム才寺

に、新たな自覚を我受に与之た．ぞのゴ指

導に改めて、二こ憾謝したし・。

　　　　　　　　（者谷記）

・拓。新宿23：ヲo一

・拓β卿北6：33一殆ク』50一

　丹渓山荘除1『一北沢山智顛40一

　幕営地1㌍ぎo

・腸2発5二嫉一5合目730一小
　仙丈岳9・芳一帰幕β・広

・抜3発6こ05一仙水峠”2一栗
　三尺ノ豆頁9こ3ケーアサヨ小季ll二’7一ミ

　ヨン’2⊃05

・撫発6⊃3ぎ一繭原峠9：20一

　赤薙沢ノ頭’！36一高嶺1332

・殆発6こ好一赤抜ノ頭7」％一

　（観者岳往復）一発’伊3D一御

　座石鉱泉一，4；35

・脇6発8｝4σ一穴ム、駅9」42

認怖！！価ラ尺喪の擁

　　僕ガや一年爾痩勧イ貞索で

　南ア翻阯イ㌔勧だ伏爾の中

　，聖平がづ梱林帯を緬沢房度へ千ナ

　そミかタ延々．7麟闇櫨宝歩いて

　本谷ロk篭い奔。烈て．獄むう1て。漁

　県を脱ぐ’ヒ、な．なんと．郎勾力・ボ・級

　が臥眞っ・赤k染ま巧てい突のだ』

　姓＿ゾヒ終ってそ継脱ぐ’晒足
　のふぐ5はぎ1て虫至が・数匹畷しいク

　hていた．弄て咽きは峡弛朽と．

　錫、砿う1ミ⑳伽ぽ伸がて、％易

　ヒ離鱒、、，や成娠切搾てて擁み

　つ憾と，自防の血捌切方に広がちた．

　どラヤ・ら樹林帯てい棊ぢて来たよう

　なのだ献その後毛，靴の中ヤ．服の

◇誰タづが分欠々に発見。巌後享て・

　悲惨感山行か4た。

◇

◇

◇

◇
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／979年4月30日

CL羽黒　（ユ年）、．本庄、山田，吉田

浜田，江沢，加藤（牌）

・8月7θ代了紐が無くなると聞いて

あわててイそったのた芦が㌧丁頁上で思天．に見

騒われ．残念だ。た。名名即が5歩を始

めてすぐ雨が降ソ出す、颪甲山まで降

ゲたりやんお’ゲごそれ．1まどひどく存か．た

ぴ，山頂八着いたヒたん愛奄とセな3た

雨が激しく降’地し，展望のない諏

飾刻下山〔面参蓬〉ずる．d」ノ神を過

ぎたあたりか5雲一っない哺天となり

緻の田丁並が’よく見え．た。横シ頼の、駅

か5見た武甲朗ま撫し《、駄前の鮎

雇のおや民し割に三菱ヒ秩女ひ

ントを非甦しヱいた．

／979犀5圏月4θ～5θ

C目昇鳥，SL渡部，畝本、豪山

指導OB・孟』藤（勧，久米、

・6こoo所畏集倉6こ07－630・飯能

　7こ’8～8ご20瑚即8き20一〃こoよ・

　丸持山（L）1卜妬一1刎o病融l

　l2君一1賀5・武甲山β蕗一
　ノ4～20山ノネ申　15きoo　－16二55ネ黄主頼

　（解散）

　面朋登畠会砺新瓦訓棘ヒ壷な．’た

ので、沢山の08ヒい・とよ1び色動確

事紅なった。参〃ロ’さ看谷，中聖予，中1尾，、

迦田、岡田、木対、井汲、藤溜、河合

の各郎雪が例辱詞少叙、馴

は出合が5少し奥ま夫所で府，た。

奥飲父・雲取，山

19ク9年5月1且σ～13臼

cしヨ漁，∫L渡．部，款木、東山（241）

山田、も田、細、峡田、江沢、加藤、

本左、屋野（1年）垣見（3均

　！2臼

面御2鞠引3増立ノ1惚叫一値露　，

奥象摩f5耳o－16壌oθ原鐘乳調／63汐

一16こ35’八丁檎（幕営）

　13θ

起4こ00一発5こ訪一10蕗ノノ硬取φ肩・

（鰍秘隻）12蕗一133・◎乃ぬノ335…野

一13導8亡・v石ノパ屋’4こoo－15さ仔留靖ヌゆ47…

一1倒5奥多酵（解散）
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醒鰭

　19ク9年6刷6日～17日
・α㌍，鳥，5L3度部、東山、川島

　11、富（ユ年）、吉田、山囹、荻団、3兵田

　｝工沢、加藤、星野d年）勢魚謝

　童篠（彰），粂原（08・OG）

・　1ら日

　西為陰存0一βこ凹下此沢13こ21一

　ノ牟303炎沢1訟ノ0一／戯2よ丈禽κ3導2

　－1？りo暮噸地

　　・　　1ワa

　　　匙4こ3卜遜6部一憾語癌短
　　　一9こ40舟呆山ゆ麓一俘5右蛭価

　　　信誘D一伜諮2履ノ1＼屋15’こ20一／余5∂

的　　東野1秘一20こ，D紬（解散）

緊敏

ワ6切

し哺

ノ3誌

ヂ洛347

慶薬師岳～齢

・19ワ9年ケ月22毎～29日

α礁、sと糟、瓢、桝／瑚
舳、畑、麺、鶏尺、加藤．粕

　（’年）、垣昆．銭木〔3年）、久承ωB）

　厳池先生

・　ユ3日，　　　　　　曝リ〕

　上野（！坦）20こ紹一4この富山よこ君一

　610覇幽6錯一ワこユq折江r⊇ユ3

　－15こ3・藥師峠（舞）

●　鎮日　　　　　　疇〕
　起4こOD一発6こoo－7こOD薬師岳ψ荘

　ク↓！・一7聡麺幅9ごoo－9濫〃帝

　纂

・　2田　（停蹄）　　　伏雨1

　底2～oo一停滞決定6こ・・

・％日　　　　罎リ〕
　起ユこ00一発3こ坊一伊5Dゴとのイ昊岳

　6」5－9こ40患部五賞P岳9ぐ駈一ノ六20

　黒部粂越（葛働

・　2ワ日　　　　　　　r晴れヌ

　起ユ切～発3湖一6こ15三俣辞
　岳6こ庁一クこ5’7ヌ兄六”・屋お20－／2初

　4丸桑越‘2こ切 一’4こz3縮、肩’吻

　一1獄40殺生とユソテ〔幕當）

・　2昭　　　　　　〔量獲煙〕

　起3こOo一一発4こ48－5こ43袴ケ岳5こ鱈

　一6こ佃帰藷ワ・肋一’oこ05旧稔漁1・

　屋珂お帯3頬ヨ4りo

・　2昭　　　　　圃
　起2こoo一蝶鰯ぬ蔑一発7部一
　8こ”一の俣8ミ借一？蕗1横尾1び00

　－10事徳測0こ詰一12こユ0上島地

　一1ひ0ぢ款本（解散ン
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巻樵山・米子沢．、割引沢

ノ9ワ嘘鴨14～16a
砿羽焦、呈i度部、東山，訟本

（■年）、毒困、山田、）兵田、荻田、

加藤、江沢（酵）、山野、松本

シ可倉、藤岡（03）

・　佐臼

　士野（納）22こ1’一3部舶町4・00

　－4こ3δ清イ＜4こ5D一ぶ10幕営地

　6と30‘駝）一％卸尿取イサ7釦

　一13こoよ薯’1引岳1訟ユo一芯～働4早幕

　的θ

西畠P部一B30三膿13こ40－

15凶西武織16こoo～ノ6∬ノ1・鹿野

町1ワ・33－1別of齢（幕営）

　／8β

起3こ30一発よ滋一8窮ノσ辮
や54一一ノ0ぐ杵瞬岳’伏30－／むzo

粟岳i去3！7一ぶ10両神山βこ2」一

斥助箔蝿ll￥屋15め0－16こ詩出原

峰2ぎ一18こ001人鹿野町役場18副｝

！8ご4」面武釈父ヌ解敵，♪

・　／6θ

　逸3こ00一発タOo－5ゆ取有タ〃∫

　一7ミオ又ダ肱’7こ40－10こoよ2条撮

　’0溶一ノ2こoo豊横ノ1＼屋ノ2こ20～ノ抽

　帰華14階一蜘o蒲衣／タ20～洛こρ〇

　六講僻散）

喫撒父・㊨ネ杣

・1979年！肩ノ7～’1躍

・α罫，鳥、SL渡』部．私本、粟山

　僻）、畑、誰、萩田、シ細、流尺

　ηロ藤（偉）、鯛（oβ♪

　／980俸ノ月／9～20臼

　α羽、鳥、5ゐ渡却、軸、救本（2年）

　山田、毒由、加農、江沢、荻団、決田

　G年）、山野、遡伍（oβ）

・　lq日

　面高12凶5一β・結八王子～傘03－1喚よ8

　4、淵沢佑壮一ノ8㊥幕営斑．

・　20臼

　走ζ傘00一発5Pこ4・0－9～30わ力鳴炭着

　？こ40－10即編笠山献9）一ノ1こ誌

　寳年小屋前1’こ40－12砂0糸島製山

　12こ’5一ノ3｝オ璽晦13噸一14こノo

　帰輌知o－1鈎8お齢疋（解散）
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円8て）犀■月9～Hθ

C目嘱，Sじ離P、票山、款本（2年）

山田、壱由、｝工沢、荻田（1年）

舌谷、藤岡（OB）

　io日

新循（舶）23芯5一一3こ架）’穴山5加

一6肋御師鉱泉も髄一7溢
西平ワこ45－10ゆ燕豆軸”即一

13こ卸鳳璽小屋（募営）

1タ’よ優訓）1ら≧30

　目日

起330一融2・一ワこ2鍵灘

8聴一9港観音岳9c40－1’ミ20

南御’室小屋11こ3ぎ一信～3よネ丈立峠

’牛oo一斥知夜更神峠俸05一
’5’こ28夜翼ネ申ハ匹ス伜　16こ20－／クこ！よ臼

甲府　〔解散）

ム上5袖垂

　2803

　臼岳

19ク9年度

養山合宿

　6の・・賃一広三可原

4！駐有峠
ノ

齢肱

繁が岳

螂今

／端

ム2轄

ハ耀又
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南ア汗枚岳

・1980年3月19日～2珀
・Cし羽、鳥．SL多度部，東山，オ公本（2鼻》

　者田，山田，荻田，江茨（’勿，

　山野氏，中尾氏（oB）

　　3月20日

・新歓舶）Z31弥一2漁甲府∫1〃

　一63㌻身延7」10－8・30田代入口

　3囎一9⊃タ2広河原発電所’Olo5

　一〃3タ八丁峠1’2タ0一砂25転
　付山乍（幕営）

　　　3目21日
・起3二〇〇一発53・ター6；’3二軒1、

　屋6♪⑳一β二20マ沐レ沢の頭

　　3月22日
・起3｝oo一発8砕0一‘0：00千枚

　岳（縮）

　　3目23日
・起3こ・o～（撤収してか・幌天ア％

　ク発）ク210一！032（3033帆地

　点、丁萸上断念）一’2230千放岳’21

　知一’阜汚0千救小屋1引oター171

　妬蕩営地（、駒、島池から’約ケ外下っち

　所）

・千杖頂上から小屋，ノ1・屋かち池、池か

ら座甘心道をはずしてしまう．尾根が広

〈新雪ズわかりじ〈かっ1㌧せし曳もあるが惰

1†なし、。偵豪礎薯性を里、・髪防さ軸う．

　　3月24日
・起5～oo一（1レトが見っ励す雅髭

　輔）クこ4ター8♪4ヶ蕨段イ麺ノoご’タ

　（ド’脚勧中レ随知）一β埠。椹

　島β1嫉一16ご40幕営地（淋道．

　脇の珂原）

・Flre，を回んでラ昏山最復を・飾る。京尤メ覆は

、各自。俺は麦度部と）肋イ則で野宿．棟つた

シュラフ醇励促元り略砂．無で・匿

覚封渥の軌1和るのが’よぐわかる。弛

ラフに入ったのはむ（〉DA、図、ご’3。

　　3月2珀
・起タご00一発7こoo一？』，9畑薙

　9ム930一ノ3：ダタ八未尾又一’81

　20静岡（解徽）

・　塗ヰでがけく牟れ．があってバ又が来’ない。

ダムの亨務所で加藤1魂緬る．山験

ん、の奥さんから連絡があったそうか。ノ今日

の蓮．行は止めたとし、うのブ〈木尾又まZ・歩

くことに茜．湖の淵‘岐流が流れ込むた

御二入ソらんで，IZ、地図で財封読うと勧．

第29次の所で0β21くが㌧音を上げセ、そこの

才・，サンに9クシーをワ乎ばせてく粍と頼むがつ

いに電諮を償記ヱはくれ’なか7た、

餅、大剤隊画じ剰たいとしうOB2
！くと牙ゴれ／る。しかし／k木尾又まτカぐ長治㌧た．．

斜勧似押レにばしんビ凝る．が脈ず
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多

ればハ梶又から＃川へ向7てすぐめ所麟

た．錦箆剰越之てベスη唯力．似裁ち

いしたことはなし、、このたのに4ρも尼を硬

ず》たのかと児うかぐ耳夏は立たない。’歩透匠L

した充実認がう栃か流．（羽鳥記）

北ア・槍ヶ岳北錬尾根

・／980年7月24日～28臼
・　C仁　＃汲．，こ3L河合，宍戸、斉藤

　（♪人上3廟OB）

　羽鳥，渡部　（33期西島3年）

・当初、西高3耳の個人山行と

して計画し、O　Bの同行を願っ

たが、蜆獲の個人山行としては

枝術的に無理とし、うことで、0

8の夏山合宿に甜隻力咽侑騒

というチ移1こなった，従フてOB

lユ入山にプヒ金兼ノし一ト逸とグそのま

ま此趣に狩ぎ、滝谷で登はんも

やリ、視俊は一足耳く槍果がぢ

下山した。

　ウ月24臼

・新宿22：30

　7月2細
・信〉農丈．駈一t倉6120一ク＝’0高

　1頼ゲム下ウ建5一ケ』よ0菖瀬タ広上

3／

8こ40（宍戸亡んのeアラムが1は

ぴれろ）一9’28乙uηcち（林直脇）

10120－12」’0湯俣’2～40一ノ4こ劣

手天，出合（葛営）

　7月26β
起2りo一発4露一41艦つり縮
（流こ奴ワ仰一たけ．確俣これて綱

わたリ。）6：’9－8ぐ‘o北鎌，沢出合

8：4り一ll嫁㌻綾線　此鎌のユル

（融）

　7月2四
起3ぐ00一発ケ～若一9」若菰標下

9：40一”～30狐標砂蓄一ノ4器

ナヒ嫌平下玲こ4・0一！6こ1よ麓ケ缶一

一17こoo殺生とエ・ソテ

　7薄23月
瀬お尺セ下ラZ　12こ00士菖地

へ
　、

劇
、
〆
．
磁

劉
、

　
7



　
ム

・別，く∠，ノ9

・。麟入5面膿森1焔）
森111位）非卯ヲ疋（2年）

痴丑勧江又ム田（3茸）
三角司部烈元ヰ川寛ム

朝屡緬鼻瀕
　（1算）　そめ他09，0G匁数，

訓個一武齪日栂3z一数
馬ヲ畑一／／汝7避難ノ峰1ヲ3”一

一♂、頂／3汝7一ノ1河内神踊2折

一／7」〃7輿耀（鰍）

今回め新歓ぱ鮎フ』趣』王変

えて三頭ム．新入生耀10んわ参

加して愚的聞賑脚＼食’審ク寸㌧

夷如v1瞬怖．謡，訊ぽ
イ土r方炉・ない。

　五日申か5めバ，スカ、事噛長くで

昆疑いて．》、πかうん到
しヒバ，歩捌才じめてZ時周余

でノト屋着．

先発稼礁べめフダ添纏fく
め、紗弱臭くて苦いヵ比
をパクっ＜．創如しク1ノ〆
シヨ》が、幽鋤上州に欠
けろ。Z，年〃解灸片・付サに追．の鉄．

そ磁あ雰厭鹸1弥い・手定
よリ遅、虻てム頂へ・

山伽勧副ほ空麟
で見晴多い窪あ剖誘（ない・みまヴ

1て，仙て入，てすぐノ両麟

9訟す。千ジめ偵孫を途ヰ蓉で
しカ＼しヱい距．御レ協て・獺

れ引一ッフ・めノ＼版一燕侭し

ても亨か勲㌧距離があ・ヒ・

プィニ．％の協〃ン伽餅・

燈陳刺地（濠前備劔
レス悔』り方に問題刀峨・仙

　イ　　ヤ
　曳£
　～z　　、ぞ
　　ノ　ノ
　　，福
　7
　，’

　r
　，f
　～

　、、

　しし
　　ヤ三螺論

　　　、
　　　、
　　　、　　　￥

’
・
￥
　
　
　
　
　 無

、

　＼　　　　　　　　　，’
　ヤ　　　　　　　　　ぞ

　、　ぺ　　　　　　ぜ
　　とち　ノヤノノ

32

ξ

“
セ



　3／．よヲル／o
。画入≦し加藤籍・11圃

　鰍（瑚緬刺軸
　嫡瀕麟脚
　　ム田（3均

蛸咽

就加・ρ

烈御粥、U鰍アス勿ノし｝の

材セ盗．ヵマ・統き早くや汗が’tてじモひ・

％二、展望台を差Lぎる賜に獣る』・初

紺ズリ沸の吻v嚥嬬
溺．けむ温ム栃タク㌘を
農．麟灘徽聡）脳・Z程
劃．擁輔．

朔1D萄

趨。・一繕蝉一粥齢（夫
善樹動姓ンク6碇一㍗∫疎：
峠脚一～』剃叙ム9ご・蹄41
石韓ノ。2・グ似落ノ階1411・“

．β』♂軸癖（解鉤

カラマツ尾想五盤．最初κツ

冷ヵ・ら直登の塾・京て・噂燧々’凍

之る帆が艇曜ろ議気々弔。ワと

壮ず、油る鋤叡躍鞭＼
見瓦る伽。こ瀞諾麟M
力糾あ明るい磁麟畑ゴ
右手ド南了連瞬嘱展望タ、・秦嗜らしル’

め1て．硲蝕’・

儲昂，ザ，碓いて一跨検
ヲ尺ム橘又め頭クを自指づ・ン〉〈ん

ρ、ら畷．が諏似，劾鰍献

朔の勧、題曜く膨倦
拡円礼に卿／乏奴吻ヒ」似ど
師多、栖の勧遡t＝して

・ず灘，欝謳
ρ、新緑諮蔓汐v’目に倣・

巫傍ほどり　衝周擁・
て，羅碕群ノ嘩待伽ケ
幻∬らな力吻ヒ岬ワ臨

　）の鵬勧．オ叙．ガ・ら甦南

ギして，湯ノラ鮮勧初鰯レの

醐釧めノ、・ターン吻強欄醐、
好3鯵加といランヒ乙『・芽ノ魅

千．襖霧く脚郊恥
　ゆ・し．駒生，律物劉蟹紹

にヒ．て｛妊蝉つい．ピ麟齢紡

勲く似．欝．牝渤劔ペー痴

　コ．ス藪．讐伽疎男女旙

　ノ廟禰蜘灘睡味η為
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　．P／、6．／3戸〉／4

　・α西入　づL加藤、森1腫ジ

　森1柳（2犀）
　三角殉部中村中月武内

　今面瞬）

　細・軸（瑚
　oβ木封氏

6月βヨ

1碕鰯イ妖’31zlづ妖
κ』。よ一芯2。瓦倉一／留0ン3鰹弛

就OIPαフ

　6月ム行ぱ，・しいヵw・梅雨力￥．

力切ン鞭、ワめ劫曾’・筋ら戯窃

夏ム〈向すひ為舵畷τ勃・

憾、イ砺6ガ福ム。
今回1揃者．伽サ’〕陶め

バ吻餌艮乞汗孝み訳彦尼穿みれに
び．・z．惣姻重く登る・

犬倉漸島釣陣か・Zレ・＜ら倖
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胡博日
起3：・・一軽5の謡％踏癌一

一贋雛麟覗4韓82／
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数味で、緩ヲ齢仰吻登ミゾ・勲、ろ

んヒ孝五《道一輝7巾＝傷ていう・荷L

か踏蜘二着いz，早媒撒｛稲・

／ノ崎噴丹沢毒蕊・ン乃へ肋う

剃止焔蛭へめ麹醐採
診爵々き韓・

そ定岬二碕間ギ1詑・かヱ・
蜘須上．丁よ路を一4駿更
（競ムカッ』）して廉短コユ丑かザFっ

夜が’、1牙め．足元・ρ・・あ樽力かなし・）ヒ

緬．Z．ノ寸ス燦娘薮齢峻ρ

て峠．脚1ノ翻茜赫硝
鋼岬、幡今回幽勘団
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大鉢予定通彦穫線」。出zホゾと

絶ぽクい雛舶．ラ涛1丁
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拐て瑠ね齢5．似の牡，
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　ヲゆ一／ψ〃／幕曽絶侮炉砿ナ鮒：㎝
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働＼’写進孟、蛭岩増切i　わ向しか
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ラン瓠秋fくし乃暑い．
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では，ン）・先か・恩いズら鵡，そ此

にし葡幕鵜，フ賦〃惰い、（含

宿匂直レ乙／んあLゾ／ρグρ㌍強にな

。匂
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望力嚇怠顧め槍縄い趣な鶴
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賑者ε鞠質．レかし、ゼんなつどぱ，ど

うむもいい1髄絶景託ノ絶景．既

に遠。くにな．聡燕ク＼らて施た易z
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　こンの臼ぽ連｛木の2θ臼1ごった

の3混難は表し夜こ目工なか。でて状、

1昇・生ぼ6爵頃がら並び￥列の

先頭を陣取る。oBの見送〕りば

9べほどτ・少マさみしい・ぞれで・

も差し入吻量に1毎倒抽てし

家う．何故ヵ＼と言えば、煙類バ

食困ブぐ’ウ、らである・ゆであず『き

1博鰍纏尿。中1瓢軸』
フードの差し入教ヒいうの毛あた

バ・冷やカ＼しどしカ＼考えら軌プ♂

い・同行0βぱ22臼迄．1耕扱氏

fごσの控バ・欠夙橿場・
最後まで局行してく玖るぞうだ。22・

日にぼ乞局氏携野汲代と交替す

ろ予定一だ。L野が／o涛偵まで肇

も見¢ず、気乞もまぜ左。

2田擁葬野躯一4蛎受暢螂
　　　一倣観石脚曙4錆馨荘
　　　（幕啓♪ヨノ30麦麹桑一Z240塚臼4一、

　　　／303－1433帰幕

　芽野にば定刻に着いrこが、こ

こで早くも予定変更を強いら畝3・

夏牽峠まで車が入らfゴいのであ3・

出溌前に再三に’ヲ妻1ノタクシ1・会ネた

に間い合わぜたバ、そのときは入，畝

るとの返答で・あ．た・鵡臼尉・

痴湯鵬観扇融て啄鰯定幽
に佑〕カ＼うこ．とに’♂ろ・

　天気ほ側坂衿に麟1ノそうだ・

いっもは元気な稗野が最初から不

言周も訴える。「クヲスコ）．ぺで叙み1置

ぎ良。」　らしい．間近にそびえるψム

琶欝に解がら島見、石へと向が

う．肋辺‘無焔く・賑やかだ・

ここか編営犯く14／帆私τ・ノk循

し夜白駒池の疑歩く頃く略あ
ろ。

瀦を瘡款し謙臼ア釣クに出
る頃にぼ雪が覧がブ∫リ強く降ワでい

た．とうに窃に理勧てし、ろネ樋

1て沿って樹杯の印乞ひざ禾呈度のラヅ

ゼノしで進む。麦隼峠力＼ら1ま／ぞらでご

磁及が続ぎおほいの急登を一、乞

て澄3，広い茶臼頂却工風雪の尺

めヲぐに引きあげた。行きのラッ枇
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跡・毛すでにヲ肖え・樋し・し亥易所に

ょってぱ牌まで雪ヵ実あ＆。

1鵜後、天気ほ婚転し偽

22臼逸420一驚6ヲ0一ワ43観石

　　　象10＿q32φd』loO6－10ヲ3
　　　黒百含oユッチぐ鶴輸1403葎冒勇訓

　1爬萌にもカ＼カ＼わら’ず、愈廃が豊

軌る。パッキ〉グの迅速イしと月覚まし

薦例彦痴焼勇脇ろう一・（卿

　ゐ見石までf畑遡の齪郵伏
展望1ユ今日初あて見る。・今日はガ

級氏と宮誇馬の交・替する場所一

黒る台聡白1燃ある・爵間的には

余裕タッブワなので、景色のいい所

でばゆフくり休む心とにな．た轟見

石ま越え、中ムに着くと、、展望は更

にひらσる。入部少ノく釆、撚多に好

天に飽家軟なか．た載々惇、ごく当

‘ノ前の景色にも匙動を覚えずに

1釦ら紺∫し、・08然もワ駕で萌

れたのぼ初めてだゴと言。で看こ．

んでいた。

　中山から印山昨、までは左牙に

爆裂ズロ（η絶壁を見なヵマら正働

の東天狗に1司力＼って疹＜。

　募営地でほ某穴学のパーテ仁毛

残・張汐、張っでいて顛やカ＼だ。姦￥フた

牙後の爵間ぽ詐a綿れた物の

乾燥と雪訓に費す・磐訓はイゲ

1し一作りであるヵ救リー砂以下

現役顛バ初イ轍である・○助

指導で、数度の崩震 に｛ノメゲ写“

何んとカ＼え威する。豪倉雪ば何度、

踏煽・σマも固鵡丁∫いし、ヱ卿ノ

訟した雪ブロソクの例くば／1￥億尾

じりなんてのもあ．び変τぽあた・

　3爵ピ更、脅汲氏下ム。八れ替りに

4歯〔費・客広奇氏釆る・

23臼　　走星300一発．ぢ28＿（1汐ワ彙疋殉

　　　皇ワoワー沸駿峠象30－98
　　　石虎萎姦q2q一（雪言”1）一ロ4∫　’

　　　ゑ契♂羊に03判25ぢプンし）小屋

　ビんよワし確で風もち漏と
強し、。岩の多い方のノし一臼渓やめ

て、申江疎齢抽して東天狗を目

才罰詫に謁。峠近くで紹輝が’

縫ア化〉瓢商・朝、慌てて
クσたからである・

樹椛坂けると凝・⑭しの急
斜面で鋪。左郎色動ががスて・

イ可も見えない。強風で4孝が1少しよ

ろ幡勧uる。急澄をあえざな
がら、毒一歩ゆ，く9と上がる・

＠島コヨレで気台いを入れろカぐ、風

でパー勃一の齢と端でぼ副び声も

5（7



届力￥なカ、った，・

　｛司ん1こも見えない天勿句頂五も，

恥にして却、叡原Aと急〈・・、

　や迂尾根からrごだっ広い乎原、

火ロ沿いの樹棘一一・ど周囲ぽめま

ぐるしく変わり、鶴鶴厳し炉
ワの終，輻禰却紅ある・2一被

イ批力＼綿鴛ない酌批臥τ
いると、及．支マ方向ヵ、らキス1ノ）ク・ク）ハ

ーティーがや．採召こに瀦勲台

めヒ。　載々もそこに張る予定だ㌧た

が、朗日の去槻ノ禾までの行経

が長いので、硫黄ア9ソク齢目に

操腿げて、離麟諭肋か
レ）ホ屋にしようということになる・

まだ3爵位だから、硫舞樹飢
裸ても、おっり力採るき噸循る・

　翁力し汗スワ）グ1スツエノしト1こ

包んで庫に放置しておいて、軽裟で

硫萸へ向かう・陵線の風で艀カヲ

に？，た雪にアイ也仙喫よく食

い込a〉。がスで何んにも見えないのでk

単調な道バ余訂単調に感じられる。・

飽溢でいい加誠にノ3￥くらはきがっ，

ぽる頃、ようやく頂上に着いたが、下

りは鮪と比鞍諏らなし、速さで瞬

‘ノてしま．た。

　途中に批負な呆斗面かマあ，た・ク）で

昨θに，統き雪訓を行う・ぢ馴よ

多骨箔傷広と・雪三周亥岳ワである，　と

［藷う⑰の・繍躰傷纏の
急斜面のためカ＼、ロクに止まる

奴しまいない・皆看べると言うよ

1ノは、猛烈伽醜をつσてほる

が下方へ転薯していくとしbた認じ

だ。そんな訳で了ひ奉もやると全員

ク9ク9である。）定にや，た雪

癖屡りは逆に粉雪のために翫

短爵間でうまく励ることが’で廷た・

最後には全員の雪凋が中で横
，直線につなが㍉てし乳たが一』亀』・

　動尺疎加ら千レンh屋へと向かう

道筋は途中までイま確かにあ，たのに

ナソ・四峻絶え，紳礁し1樹杯

グ）印にいつの間にカ＼入ワ込んでし

旗ウτヒ。そ（のうえ・ラワセノしの最中

で三木麻目署がたて続σに牧リ
）グの肩ひものつ｛フネ艮を引きちきり、

晒劫に雌めなくな．τほう・リ

＿ザが以にっいて、卿ノほ知て

かし〉〈ヒ飽いだ・結御下りにも

かかわらず、夏道の3倍以去力功・．

てし葦，在。人が入．た形跡もなぐ・

勢潮ざ’舗た窄川禰場の賑
いか嘘のよう矧．そりしている瀦

啓後、OBほ先の鄭偵察しに行
くカぐ、結果は魯色望：白勺で、このパーズ

でほθ月’日下ムほ無，理のよう呑あ，た・
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天候も飾しし、みぞ柚瞬慢台
める。あ教こ颪、蘇した衷・もう一

度読黄を走戎えて、赤、岳鉱泉，経由で

美農戸ロに和ノることに来め、秒

ト禰覇りε手肺つつ就寝照、

釦θ起300一結40－62タ駅峠
　　　6秀一9f4緬鉱泉425－1155
　　　美農戸ロi300詞芥て）矛郵（解綾）

　ゆうバ’〃）みそゴペほ爾　ヒな13。き

のうの道，をたどるのだ始、ら簡単そう

な鞄じτどが’、ビ．こい、穴ぼこ鶴け

磁も漿じゃなb・額賀に至・てぱ・

果躯タ飾戸軒駐踏み僻し・
三疋の探い雪の中に真逆ほに埋す”

蕃．マし勧始末である・％セ’しのと

さの劫に死頭舷替しなが頒沢
」柔へ出た。　今【ヨぽ日乍目空身1司然で

登．た硫黄をキスリ）ゲで登るのだ。

　陵線の強風は詐θ囹様だが、

今麓1よ雨ジ昆じりである・右イ則か、

ら改アきつしフる函が、非惰にも雨興の

了き間から侵八を始める。頭、月宛、

胴、脚、そして靴碑A・…・劾＼し

f厚に、濡れろの劇勧群研ご
σ裕，た。雨は体ぱかりでなく地面

へ加驚つσる。昨θあ教だげあつ

に雪が、つでほもうパラバラの氷の

ようにな，でいるげkたまりと化した

丁負去ほ通～昼し、ひτこ’ずら赤岳塗広衆へ

乙急ぐ。下リロε探ヲのに少々与間

ど，たが嘲、陵，線の尺婦側に宏る

と爾も・欠きつσず、雪も深くな・た

ので、！峡調に’Fれる・やがて閉’確

な道．が硯教・樹「秣の軽、駆στる・

浸ほ、強く踏みつη硲マ道に穴

蛇閉σ循仙1た。（中に頗の穴わ・

ら足が鞍1裸韓，た肋御たノあヒいつ

間1喫に齢い，確鉱農で孫・
，1、屋何迫〕にば弟官跡、がいくっカ、あ．た

が、勧を、散乱しん於力除訂融た

ぜてい都雪ムに釆鴛で、この劫f∫光

拠那ぬ尾いも齢なか読，尉瓜

の常識砺守れぬ看にf樗ム脱肋、

蔓ムに綴讃矧諏いと断訊たし、・

　こじからほ釆う合いに歩く。OBほ先

〔（徹協，て、あ．との間瞬娚鵬

消えてし享．た．。／Pで勅道に訟ろ，アィゼ〉

をここでほずし勧だが、竜外にも瓢

道がっるつる1諌．ていτ逆にこ・瓠

谷でしい位だ．た．更に腐間で美叢

ア・に着し液。吻間の締めくくワの

蒼ル、含宿にしてほなん民，あ，伊∫

い翫肺の謁ず爵がσる。

6／



　～編隻後記～
〉喫際嫌蘇1ぴ．て、わずか2週闇創でβ剛騰が燃
　し一て．しまった。21号カヤ出てが3！0年、よラやく出る2ユ睾’乙砧あヨ汐戦

　やる転もむし¢ば勢厚く出来る勧ね。た纏ぴω￥鰍、
　まレ）1こ出片夏，しZ」…王し【〈。

〉　山狩総…覧はめ年令の山右説籔め彙メし威であるψ険年代によ，

　マ」ま、隻爵日・場ア斤す3奄己録のラ哉っヱ．い彦い惇もあ，た。アノレバム・食

　羅昼に樋榔てし癒い山御」、雑編バ廊鈍全参考κした．

　齢歯言宅録が他の肪フ喰しカ・〃萎。ひ存レ、四悲しい蔑既

》82刎謳入耀砺資糾を劒羅休た侮、原焔脚嬬凄一
筋・鵬勧融入燐’頑吼てもろへ蜥秘轍・別

　と卉肛中・いヒ俵。ワ輯度は斬報擁汐V保存旅てい勧で、窟

　処髪訂正も入牲て、錫載tせていただいた。す子山好は蓮驚不足

　む省戯な．てし．あた．23号／し期得したい。

〉　畏後、に晴書め三人に感言射。ビ晃ありが乞5。

彷　皇22　／σ83年σ月24日櫛

　編集　　　中不寸知良月　武肉正紀（36期）　　印漏’1　僻）弱膨

　清書　　沖田秀子（3噸）笠原紀子款夙美佳子（38麹）

　発行　　者陵西高W▽都　　彩並区’宮前4－2／－32

、
一
『
き
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